
 

 
さきほどのＢの表ですが、簿記では下図のように表記する方法もあります。 
 
C表        自 平成○年 ３月１６日  至 平成○年３月１５日 

拓哉家計                         （単位：円） 
勘定科目（費用） 金額 勘定科目（収益） 金額 
１年間の支出（食
費・服代・住居光
熱費など） 
 
上記以外の特別な
収入（車を購入の
ため） 

１， ７８０，０００ 
 
 
 

８００，０００ 
 

当期利益 ２２０，０００ 

１年間の普段の収
入（仕送り・アルバ
イトなど） 
 
上記以外の特別な
支出（車を購入） 

２，０００，０００ 
 
 

１，０００，０００ 

合計 ３，０００，０００ 合計 ３，０００，０００ 
 
Ｂ表では収入から支出を引いていく方法を取っていますが、Ｃ表では収入は右の欄に、支出は

左の欄に記入してあります。簿記ではＣの表を通常使用します。またＣ表では必ず、費用＋利

益の合計が収益の合計と一致します。 
 
簿記では Aの表を貸借対照表といい、Bの表を損益計算書と呼んでいます。 
貸借対照表とは、ある一定時点の状態（ここでは３月１５日現在） 
損益計算書は、ある一定期間の状態（ここでは昨年の３月１６日から今年の３月１５日）まで

を表しています。貸借対照表と損益計算書を合わせて決算書と呼んでいます。 
 
図に示すと以下のようになります。 
 
 
 
 
                      
       

大学合格（住む所決定）            大学生活１年後 
                               貸借対照表 
 
 
この例では大学合格決定後から１年間経った期間を損益計算書で表しています。また大学生活

１年後の３月１５日を貸借対照表で表しています。 
 
 
 

大学生活１年間 ２年目 高校生活 

損益計算書 
簿記の流れ 
     仕    転 
     訳    記              → 
     →    →    →    → 
                         → 
 

 

 
ここでは、大学入学から 1年間を基準として書いてきましたが、日本では１年を一つの単位
として（１サイクル）としているものがほとんどです。季節も春・夏・秋・冬で１年サイクル、

学校でも１年で学年が一つ上がる。野球の日本一を決めるのも年１回ですね。そこで、企業も

（簿記でも）１年をサイクルとするのです。実際に簿記では、先程の図の言葉が以下のように

替わります。 
・大学生活１年後⇒期末：決算をする日時 
・合格発表時  ⇒期首：期末から１年前 
・合格発表から大学生活１年後⇒期中：損益計算書の期間（当期、会計期間ともいう） 

 
これを図で示すと下記のようになります。 
 
 
 
 
                      
         期 首              期  中        期 末 
 
 
企業でも、例に上げた家計簿のように、1 年間の収支や状態を表すことにより、企業の経営
状態が分かってきます。簿記とは、企業の家計簿と考えるとわかりやすいと思います。 
簿記の目的は、決算書（貸借対照表と損益計算書）を作成することなのです。 
しかし、貸借対照表・損益計算書の２つの表を作成するためには、毎日、正確に決まった一

定のルールで記録をつけていかなければなりません。何もしなくて、いきなり１年後には作成

できないのです。拓哉君は、毎日家計簿を作成していましたので１年後のこのような表を作成

できたのです。 
 
実際に作成する流れは以下のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
となります。ここの導入編では、家計簿に置き換えて、一番右の貸借対照表と損益計算書の

説明を中心にしましたがそこに行く過程も含めて学習するのが、簿記になります。 
 
そこに行く過程は次の基礎講座で学習することにします。 
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C表（損益計算書）の作成 




